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。



衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
商
品
先
物
取
引
法
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
禁
止
緩
和
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
含
む
実
質
的
な
勧
誘
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
尋
ね

に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
二
七
号
）
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
、
商
品
先
物
取
引
業
者
は
、
商
品
取
引
契
約
の
締
結
の
勧
誘
の
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対
し
、
当
該
勧

誘
に
先
立
っ
て
他
社
で
の
取
引
経
験
の
有
無
等
の
商
品
取
引
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
の
説
明
を
行
い
、
当
該

顧
客
が
当
該
条
件
を
満
た
す
か
否
か
確
認
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
当
該
顧
客
が
当
該
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
勧
誘
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
十
四
条
第
九
号
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

商
品
先
物
取
引
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
。
以
下

「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
商
品
先
物
取
引
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
令

一



第
三
号
。
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
二
第
三
号
ロ
に
お
い
て
、
商
品
先
物
取
引
業
者
が
顧
客
の
年
収
や
金

融
資
産
等
に
つ
い
て
書
面
に
よ
り
確
認
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
十
年
間
保
存
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
う
勧
誘
行
為
を
、
法

第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
「
委
託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
取
引
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
行
為
」
に

該
当
す
る
も
の
と
し
て
定
め
た
趣
旨
は
、
口
頭
に
よ
り
確
認
す
る
だ
け
で
は
委
託
者
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
書
類
に
限
定
し
て
当
該
確
認
及
び
当
該
保
存
を
行
う
こ
と
と
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
三
号
ハ

（�）
に
規
定
す
る
十
四
日
以
内
の
期
間
（
以
下
「
熟
慮
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、
顧
客
が

商
品
先
物
取
引
を
行
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
契
約
の
締
結
後
に
再
考
す
る
期
間
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
平

成
二
十
三
年
一
月
一
日
に
廃
止
さ
れ
た
海
外
商
品
市
場
に
お
け
る
先
物
取
引
の
受
託
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法

律
第
六
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
の
み
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
年
齢
に
関
す
る
要
件
、
年

収
や
金
融
資
産
に
関
す
る
要
件
、
新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
三
号
イ

（�）
（ⅰ）
に
規
定
す
る
「
法
第
二
百
十
七
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
理
解
を
し
て
い
る
こ
と
」
の
確
認
に
関
す
る
要
件
及
び
新
省
令
第
百
二

二



条
の
二
第
三
号
ハ

（�）
の
投
資
上
限
額
の
設
定
に
関
す
る
要
件
等
の
重
層
的
な
顧
客
保
護
に
関
す
る
要
件
と
相
ま
っ
て
、
委
託

者
保
護
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
熟
慮
期
間
中
に
顧
客
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
御

指
摘
の
「
商
品
先
物
取
引
業
者
等
の
監
督
の
基
本
的
な
指
針
」
に
お
い
て
、
「
外
務
員
は
、
熟
慮
期
間
・
・
・
中
の
顧
客
に

対
し
、
顧
客
自
ら
の
意
思
で
商
品
先
物
取
引
を
行
う
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
を
促
す
観
点
か
ら
、
顧
客
か
ら
の
求
め
が
な
い

限
り
、
当
該
顧
客
へ
の
情
報
提
供
等
の
顧
客
へ
の
接
触
を
行
う
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
顧

客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
及
び
相
談
並
び
に
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
々
の
情
報
に
基
づ
い
て
確
認
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
三
号
ハ

（�）
で
、
投
資
上
限
額
を
設
け
、
そ
の
額
を
顧
客
の
年
収
と
保
有
金
融
資
産
額
と
の
合
計

額
の
三
分
の
一
以
下
と
し
て
い
る
趣
旨
は
、
商
品
先
物
取
引
に
よ
り
顧
客
に
損
失
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
顧
客
の
日
常
生
活

に
必
要
な
資
金
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
過
大
に
す
ぎ
る
」
と
も
「
動
機
と
も
な
り

か
ね
な
い
」
と
も
考
え
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
の
「
当
該
取
引
」
に
つ
い
て
は
、
商
品
先
物
取
引
業
者
が
新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
三
号
ハ

（�）
（ⅰ）
か
ら

（ⅲ）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
行
っ
た
法
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
に
該
当
す
る
先
物
取
引
を
指
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
新
た
な
取
引
類
型
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
は
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
規
定

す
る
「
委
託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
取
引
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
行
為
」
に
該
当
す
る
勧
誘
行
為
を
定
め
た

も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
（
平
成
二
十
五
年
六
月
十
四
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
閣
議
決
定
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
御
指

摘
の
「
行
為
規
制
に
つ
い
て
は
、
垣
根
を
取
り
払
い
横
断
的
に
市
場
環
境
を
整
備
す
る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
で
、
関

係
法
令
を
整
備
す
る
。
」
と
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
総
合
取
引
所
に
お
け
る
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

に
係
る
行
為
規
制
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年

内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
第
八
号
の
二
の
規
定
は
、
こ
れ
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

四



改
正
省
令
は
、
閣
議
決
定
で
「
勧
誘
等
に
お
け
る
禁
止
事
項
に
つ
い
て
、
顧
客
保
護
に
留
意
し
つ
つ
市
場
活
性
化
の
観
点
か

ら
検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
法
に
規
定
す
る
勧
誘
規
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

新
省
令
第
百
二
条
の
二
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
勧
誘
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
定
め
る
「
委

託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
取
引
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
行
為
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ

る
。
改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
一
項
で
は
、
改
正
省
令
の
施
行
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
改
正
省
令
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、

改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
改
正
省
令
の
施
行
後
一
年
を
経
過
し
な
い
期
間
に
お
い
て
、
仮
に
、
商
品
先
物

取
引
業
者
に
よ
る
新
省
令
の
規
定
に
違
反
す
る
よ
う
な
勧
誘
行
為
が
多
発
す
る
こ
と
等
に
よ
り
勧
誘
の
実
態
が
委
託
者
の
保

護
に
欠
け
る
と
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
省
令
の
見
直
し
を
含
め
、
速
や
か
に
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
い
う
主
務
大

臣
の
取
る
べ
き
対
応
を
定
め
る
趣
旨
で
あ
っ
て
、
法
第
二
百
十
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
不
当
な
勧
誘
行
為
の
内
容
を
変
え

る
も
の
で
は
な
い
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

五



経
済
産
業
省
及
び
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
改
正
省
令
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
年
齢
等
の
ほ
か
、
年
収
や
保
有
金
融
資
産
額
等
の
観
点
か
ら
も
商
品
先
物
取
引
業
者
が
商
品
取
引
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
勧
誘
す
る
こ
と
が
で
き
る
顧
客
を
限
定
す
る
な
ど
、
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
た
案
よ
り
も
更
に
顧
客
の

保
護
を
図
っ
た
上
で
、
改
正
省
令
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
正
省
令
は
重
層
的
な
委
託
者
保
護
の
仕
組
み
を
導
入
し
て

い
る
が
、
委
託
者
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
等
は
、
適
時
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

六


